

























This continues research from our previous paper titled, “A Research on Educational Institutions for 
Childcare Training in the Child Rearing Support Program （1）”. The goal of this research is to nurture 
childcare major university students’ ability of child-rearing support. “Service Learning” is used as the method 
of our research to promote students’ spontaneous learning.
  “Service Learning” is a method in which students learn through actual experience.  Activities used in 
“Service Learning” are programmed to meet the needs of a target community.
In this research, three childcare major university students went into a child rearing support room at a 
day care nursery once a week for about three months as participant observers. The students observed how 
parents, children, and childcare teachers related to one another and how childcare teachers support parents. 
The students were asked to write journals after the program was over to reﬂ ect on their observations of the 
relations between the parents, the children and the childcare teachers and to recall their thoughts at that time.
Resulting from analysis of the students’ journals, it was found that they made three distinct sets of 
observations: parents and I, children and parents, and childcare teachers and parents.
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日時 保護者と私 保護者と保育士 保護者と子ども 振り返り
Ａ
子
の
記
録
よ
り
10.23 私は始め、保育士の卵で学生の自
分が母と子の間に入って良いの
だろうか、お母さん方にどう話し
かけたらよいのだろうかと不安
でした。しかし、お母さん方は自
然に私達を受け入れて下さいま
した。
おやつの時に、Ａ母が、担当の保
育士に「この子は、食事の時に椅
子からすぐ立つんです」と話して
いましたが、「大丈夫よ。他の子
もするのよ。○○君もするでし
ょ」と側にいた別の母親に投げか
けると、納得した様子でした。母
親は育児の細かな事ひとつひと
つに不安を持つこと、その不安を
相談できる場があることの大切
さを実感しました。
10.27 Ｂ君は、Ａお姉ちゃんの方に目も
向けずに一人遊びを続けていた
ので、私が母親に遠慮がちに「お
家では、お母さんが手が離せない
時は、ふたりはどのように過ごし
ているのですか」と聞くと、「Ｂ
君は、姉を追いかけているわね。
ふたりとも、一人で遊んでくれる
から楽よ」と答えてくれました。
私はこの親子が日中どのように
関わり合い、母親がふたりの子ど
もの年齢の違いや兄弟関係をど
の程度理解しているのか知りた
いと思いました。
私は、この時、母親の言動、印象
があまりにも淡々としている印
象を持ったこと、Ａちゃんのしつ
けがしっかりしているように感
じたために、家庭では、普段どの
ように親子３人で生活している
のか興味を持ったのだと感じま
した。
11.10 Ａちゃんがある車のおもちゃの
タイヤを押すと耳がパタパタと
動く仕掛けを楽しんでいる姿を
見て、私が「初めて知ったわ」と
驚いていると、Aちゃんの母親は、
「大人より先に子どもが何気なく
おもちゃの仕掛けに気づいたり、
他の子どもが遊んでいるのを見
て、子どもが仕掛けに気づいてや
ってみたりということは結構あ
るのよ」と話してくれました。私
は「なるぼど」と感心しました。
どうして、母親は、私にこのよう
な話しをしてくれたのか、その時
は疑問に思いませんでしたが、今
思うと、私達、学生の学びにもな
ると思って話してくれたとも考
えられます。
11.17 A君と Bさん親子がクレヨンで
バイキンマンの絵を描いて遊ん
でいました。私は「お母さん、バ
イキンマン上手ね」と A君に話
しかけるようにして、親子の傍に
座りました。すると、Bさんは A
君に、「お姉ちゃんに、何か書い
てもらったら」と声をかけまし
た。私は、「えーと、そうですね」
と戸惑っていると、Bさんは「私
は、バイキンマンをもう何百回書
いたことか」と笑って話してくれ
ました。
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Ａ
子
の
記
録
よ
り
12.1 部屋にいる A母親は、Ｂ男に「お
姉ちゃんと遊んでおいで」と声を
かけるものの、Ｂ男は笑顔がぎこ
ちなく、私は、どう関わったらよ
いのか戸惑っていると、担当保育
士に向けて「24歳の姪のする事
が気になって、傍から離れないか
ら、若いお姉ちゃんが好きだと思
うんだけどなぁ」と話しているの
を聞いて、それなら何とかなるか
もしれないと安心しました。
そして、和らいだ空気を感じて
か、Ｂ男は私のいるままごとコー
ナーにやって来ました。
Ｂ
子
の
記
録
よ
り
10.23 初めて、子育て支援ルームで子ど
も達と関わってみて、お母さんと
いう一番安心できる存在が側に
いることで、お母さんを安全基地
として依存しながら、少しずつ新
しい一歩を踏み出そうとしてい
る姿を見ることができました。
学校で学習した母子相互関係に
かかわる事例が、実際の子育て支
援の現場で観察できたことが、大
きな学びとなりました。
10.27 Ａ子とＡ子の母親の関わりを見
ていると、母親は、少し離れたと
ころにいるＡ子に対して、「だめ」
「危ない」等注意の言葉ばかり投
げかけていましたが、もう少しＡ
子の楽しい気持ちや嬉しい気持
ちに寄り添うような言葉かけも
あったら良いのでないかとは感
じました。
11.10 Ｂ男とＢ男の母親のやりとりの
場面を見ていて、お絵かきの場面
で、電車を描くＢ男に対して、「こ
れを描かせておけば、満足するん
で」と言っており、私は、大人の
目線ではなく、Ｂ男の目線に立っ
て、Ｂ男の見ている世界を母親に
も少しでも良いから見て欲しい
と思いました。
私は、この時の母親の言葉に対し
て、少し批判的な気持ちを持って
いましたが、後から担当の先生に
聞くと、「お母さん、Ｂ男君がト
ーマス、描くの好きなの知ってる
んだ！さすがだね」という様に言
葉をかけると良いと学びました。
このような言葉かけで、母親の子
どもの世界への興味も広がると
思いました。
12.1 Ｂ子の母親は、少し不安げな様子
のＢ子から少し離れた所で、妹に
母乳をあげながら、担当保育士や
周りの母親達と何気ない会話で
盛り上がっていました。その様子
から、二人目ということもあって
か、大らかな子育てをしているの
ではないかと思いました。
12.12 Ｃ子とＣ子の母親のかかわりを
見ていて気になったのが、多くの
場合、母親が行動をリードしてい
て、Ｃ子は言葉を出さず、物を手
で払ったり、落としたりする姿が
目立ちました。特にＣ子自らが興
味を持った人形も母親が手渡す
と、ポロッとあっけなく落として
しまい、何故だろうと不思議に思
いました。
もう少し、長期間に渡ってＣ親子
を観察していかないと、これらの
状況は理解できないのだと思い
ました。
Ｃ
子
の
記
禄
よ
り
10.23 ままごとセットをもってＡ子の
ところへ行き、遊びに誘ってみま
したが、なかなか心を開いてく
れなかったので、お母さんに「じ
ゃがいも、どうぞ」と手渡すと、
Ａ子も興味を示し、私がお母さん
に、お母さんがＡ子に、Ａ子が私
に渡すという遊びを通して交流
することが出来ました。
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Ｃ
子
の
記
禄
よ
り
11.10 今日は子育て支援の中で、担当保
育士はどこまで援助をしている
のかという疑問を持ちました。前
回、参加した時は、親の相談にの
っている姿を見ることができ、こ
ここは、親の悩みを解決できる場
所であることが確認できました。
11.17 私は、子育て支援の場というの
は、母親の育児への疲労感や悩み
を一緒に解決していく場所だと
考えていました。しかし、子育て
支援は、お母さんと子どもが楽し
く遊ぶ場を提供するところであ
ると聞きました。そこで、担当の
先生の援助の仕方に注目してみ
ると、お母さんと子どもの成長を
共に喜び合ったり、決して親子で
会話しているところへ声かけな
どしていませんでした。
後日、担当の先生からお母さんと
成長を共に喜び合という事は、お
母さんへ次の見通しを話してあ
げる、場合によっては、その手だ
てをアドバイスする事だと聞き、
大変勉強になりました。
12.１ 今日は、担当の先生の動きや声か
けについて注目しました。先生
は、全体が見渡せる位置に立ち、
お母さん達と会話をしていまし
た。保育者は、常に安全面に気を
配り、気が抜けないなあと感じま
した。
12.12 まだ、生まれたばかりの乳児を連
れてきたお母さんが、担当の保育
士の先生や周りのお母さん達と
情報を提供し合っている場面を
見て、地域の親子が気軽に集える
場所があるのは、育児不安の軽減
に繋がるのだと感じました。
12.20 担当の先生から、我が子が可愛い
と思えないお母さんとゆっくり
と向き合った事で、表情も明るく
なり、子どもが好きになったとい
うエピソードを聞き、このような
悩みは、家の中で一人で抱え込ん
でいても解決せず、虐待にさえな
りかねないと感じ、このように悩
んでいるお母さん達が、気軽に足
を運び、子育ての楽しさを感じる
ことができるように援助する場
がとても大切であると改めて感
じました。
担当の先生のエピソードを聞い
たことは、本当に勉強になりまし
た。そして、悩みを持った母親と
向き合っていくことは、時間もか
かるけれど、その積み重ねが、信
頼関係を築いていくことに繋が
るのだと思いました。また、いろ
いろなエピソードを聞きたいと
思いました。
12.24 今日は、子育て支援広場でクリス
マス会が行われました。親子でケ
ーキを食べながら、クリスマスの
話題で盛り上がっていました。こ
のような行事に合わせて、子育て
支援の場でもクリスマス会を開
くことで、お母さん方の楽しみも
増え、リフレッシュにもなるのだ
と思いました。
当日のお母さん方の様子を思い
起こしてみると、本当に楽しそう
で、お母さん達は、イベント的な
ものが好きなんだと改めて感じ
ました。
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Ⅳ　分析と考察
１．視点について
学生の記録した事例をひとつ一つ丁寧に見つめ
ていくと、次のような概ね５つの視点が浮かび上
がってきた。
①保護者と私
②保護者と保育士
③保護者と子ども
④保護者と保護者
⑤子どもと子ども（子ども同士、兄弟同士）
これらの視点は、通常の保育者（士）養成校の
カリキュラムの中で行われている「実習」の中で
は、見られない新たな視点と考えられる。通常の
実習であれば、私（自分自身）を中心として、見
ることのできる視点は、主に担当クラスの保育者
と子どもとの二項関係であり、それを軸として広
がる視点は、子どもと子ども、子どもと私など限
られたものになってくる。しかし、本研究の中に
見られる視点は、私を中心として、保育者、保護
者と子ども（親子）という三項の関係が軸となり、
そこからさらに新たな関係性である保護者と保護
者（保護者同士）子どもと子ども（子ども同士）、
保護者と他児（我が子以外の子ども）など関係性
が無数に広がっていった事が特徴的である。
２．学生の記録からの分析～実践の意義を説く
３名の学生は、当初、メモ書きも何も持たない
参加形態である「関与観察」という試みで子育て
支援広場に参加したわけだが、各人の記録と参加
態度を照らし合わせながら見つめていくと観察方
法は三者三様となっていた。
Ａ子の参加形態は、積極的な性格を前面に押し
出し、常に保護者の隣に寄り添っていたが、その
記録からも主として、私（Ａ子）と保護者との関
係を中心に描かれたものが大部分を占めていた。
Ａ子の事例（Ａ子の記録より）
①保護者と私
Aちゃんがある車のおもちゃのタイヤを押す
とみみがパタパタと動く仕掛けを楽しんでいる
姿を見て、私が「タイヤを押すと耳が動くの。
初めて知ったわ」と驚いていると、Aちゃんの
母親は、「そうなのよ。大人より先に子供が何
気なくおもちゃの仕掛けに気づいたり、他の子
どもがそうして遊んでいるのを見て子どもが仕
掛けに気づいてやってみたりということは結構
あるのよ」と話してくれました。私は「なるぼど」
と思って、引き続き、そのおもちゃに触れて遊
んでいました。
この事例からＡ子は参加者の母親から子ども理
解に関する新たな知見を得ている。Ａ子は、関与
観察中、常に母親達の側に座り、母親同士の会話
に耳を傾けたり、時には、話しの中に参加したり
母親から育児に関する様々な知識や情報を得よう
とする積極的な学びの態度が随所に見られた。そ
して、本研究である観察期間が終了した後、現在
に至るまで、個人で子育て支援広場に足を運び、
「学生としての私が今どのように子育て支援に関
わるべきなのか、また学生の私に何ができるのか」
という自己課題を設定しながら、継続観察に取り
組んでいる。
Ｂ子の場合、記録の大半に担当保育士と保護者
の関わりに関する事例が挙げられていた。
Ｂ子の事例（Ｂ子の記述より）
②保護者と保育士
　私は、「子育て支援」をする場所というのは、
お母さんの育児への疲労感や悩みを一緒に解決
していく場所だと考えていました。しかし、担
当の先生の援助の仕方に注目してみると、お母
さんと子どもの成長を共に喜び合ったり、決し
て親子で会話をしているところへ声かけなどは
していませんでした。図 2 二項関係から三項関係へ
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この事例を読みとると、Ｂ子は自ら持っていた
「子育て支援」に関する認識を担当保育士の言動
や援助を観察することで、すり変えられており、
そこから新たな「子育て支援」観を形成するきっ
かけとなっている事がうかがえる。Ｂ子の場合、
目の前に迫ったプロの保育士としてのスタートに
備えて意識してなのか、常に担当保育士の言動、
動きを見つめ、それをモデルとして取り入れよう
とする積極的な姿勢が多く見られた。また、毎
回、関与観察の事後は担当保育士と懇談の場を申
し出て、担当保育士が経験した子育て支援でのエ
ピソードをも学びとして取り入れようとする姿が
印象的であった。
Ｃ子の記録では、保護者と子どもとの関係を中
心として描かれているものが多く見られた。
Ｃ子の事例（Ｃ子の記述より）
③子どもと母親
　Ｂ男とＢ男の母親のやりとりを見ているとお
絵かきの場面では、電車の絵を描くＢ男に対し
て、「これを描かせておけば満足するんで」と
言っており、私は大人の目線ではなく、Ｂ男の
目線に立ってＢ男の見ている世界を母親にも少
しでも良いから見て欲しいと思った。
Ｃ子の場合は、常時、親子の中には介入せず少
し離れた場所から観察を続けていた。親子関係を
丁寧にみつめていく事は、親子の背景にある「家
族概念」など目に見えないものにまで視野を広げ
る訓練になり得る。特に、子育て支援の相談事業
等においても、まずは、親子関係、親子の背景か
ら探っていかなければ、適切な助言、解決策を導
き出すことは出来ないであろう。Ｃ子もまた、目
の前に保育士としてのスタートを控えていた時期
であったが、現場で直ぐに行われる保護者への対
応、「保護者支援」に対して、まずは対象者の親
子関係から見つめていこうとする積極的な姿が見
られた。
このようにして、３名の記録を個々に、また全
体的に縦軸を通して見ていくと、Ａ子の場合、最
初は複数に捉えられていた視点が時間の流れとと
もに、一点に集中して捉えられるようになった。
Ｂ子、Ｃ子の場合は、自ら計画していたかのよう
に、始から視点がほぼ一点に向けられ、途中でぶ
れることなく、最後まで継続されている。そして、
３人に共通している事は、その視点の中で見いだ
した知見を次の観察に繋げ、そこからさらに新し
い知見を獲得することにも結びついていることで
ある。本研究からは、学生の「子育て支援」を捉
えていくための視点は、概ね３つに焦点化された。
しかしながら、この３つの視点が「子育て支援」
の中で核となる視点であるという事は、探索的研
究段階にある現時点において確定することはでき
ない。今後は、この３つの視点について、継続的
に時間をかけて、複数の目を持って、深く捉えて
かなければならないだろう。
また、横軸の中では、今回「振り返り」という
項目が付加されているが、これは、ひとつ一つの
事例に対して、その特徴や個別性などを見いだす
ためには、効果的な作業だと考える。
Ａ子の①の事例に対する振り返り
　どうして、母親は、私にこのような話しをし
てくれたのか、その時は疑問にも思いませんで
したが、今思うと、私達、学生の学びにもなる
と思って話してくれたとも考えられます。
このような振り返りの効果としては、個々に取
り上げられた事象に対して、自分の思いや感情、
読みとりは、はたして適切であったのか、時間を
おいて冷静に自己を分析し、洞察を深めるための
訓練が、「振り返り」の作業を行う中で、培われ
ていくことではないだろうか。
Ⅴ　まとめ
本研究は、「子育て支援力」育成のための保育
士養成教育に関する研究として、Ｈ保育園内の子
育て支援広場「ぽけっと」において、関与観察
を行った学生３人の学びを、彼女らの記述した
「ジャーナル」をもとに分析したものである。そ
こで、下記の３点から本取り組みをまとめること
とする。
（１）学生の「子育て支援観」の変容
３人ともが、それまで「子育て支援」のイメー
ジとして持っていたものが、この取り組みを通し
て変容している。
Ａ子の場合は、観察開始当初は、保護者と子ど
も、子ども同士、保護者同士など、多様な視点か
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ら観察、記録の記述を行っていたが、次第に私と
保護者との関係性に視点を絞っていくようになっ
た。Ａ子は、「この実践を通して、自分から保護
者であるお母さん方に投げかけてみることで、子
育て支援に求めているものや楽しめるものを共に
感じながら、保護者理解を深めていくことができ
た、また、今後も子育ての先輩であるお母さん方
に対して、学生の立場の私にできる子育て支援を
見つけていきたい」と抱負を述べている。
「担当保育士の言動や援助」の視点に重きを置
いていたＢ子の場合は、「子育て支援の場は、お
母さんの育児への疲労感や悩みを一緒に解決して
いく場」として捉えていたが、単なる相談・援助
の場ではなく、「子どもの成長」を一緒に喜びあ
うような共感する保育士の役割や、「親子の会話
ややり取りを見守る」ようなあたたかいまなざし
を向ける保育者の役割としての子育て支援観へ変
容が見られる。
親子の中には介入せず少し離れた場所から観察
を続けたＣ子の場合は、子育て支援の中で、「親
子関係を丁寧にみつめていく事」の大切さに気づ
き、実際に働き始めた後の子育て支援（保護者支
援）においては、「親子の背景にある「家族概念」
など目に見えないものにまで視野を広げて見てい
く」必要性を学んでいる。
保育所保育指針（平成２０年３月告示）の「第
６章保護者支援」においては、「保育所における
保護者に対する支援の基本」として、
「（1）子どもの最善の利益
（2）保護者との共感
（3）保育所の特性を生かした支援
（4）保護者の養育力向上への寄与
（5）相談・助言におけるソーシャルワークの
機能
（6）プライバシ―の保護及び秘密保持
（7）地域の関係機関との連携・協力」
という７項目が挙げられている。この取り組み
における学生の子育て支援観の変容を見てもわか
るように、指針に示されている中でも、とくに（1）
～（5）の点に関連した視点や気づきが育ってい
ることが示唆される。
（２）学生にとっての「保護者（親子）」の存在の
持つ意味
図２のように、「学生－親子－保育者」の三項
の関係が軸となり、学生のジャーナルでは「①保
護者と私／②保護者と保育士／③保護者と子ども
／④保護者と保護者／⑤子どもと子ども（子ども
同士、兄弟同士）」の概ね５つの視点が浮かび上
がったことを示した。
これは、通常の保育実習・教育実習では得られ
ない視点であり、また昨年度の論文「「子育て支
援力」育成のための保育士養成教育に関する研究
（１）」で浮かび上がったイベント・プログラム実
施型の子育て支援活動においては得ることが難し
い視点であったと考えられる。
（３）学生にとっての「振り返り」の意味
サービス・ラーニングでは、「振り返り」の過
程がキーポイントである。この取り組みは、学生
の行っている行為としては、ジャーナルを作成す
る中に「日誌記述」と「振り返り」の過程が含ま
れており、本取り組みにおいては、「関与観察→
日誌記述→振り返り」という一連のサイクルの中
に「振り返り」が組み込まれている。
学生たちは、「関与観察①→日誌記述①→振り
返り①」→「関与観察②→日誌記述②→振り返り
②」→「関与観察③→日誌記述③→振り返り③」
という３サイクルを経験することを通じて、課外
活動としての「ボランティア」では深めていくこ
とが難しい「振り返り」のプロセスが入ることに
よって、「自分がどう関わるか」「そこから何を学
ぶか」という学生自身の目的意識が育ってきてい
ることがわかる。
同様に、保育・教育実習においては、実習日誌
を時間軸（保育の流れ）に即して記述し、「環境
構成」「子どもの姿」「保育者の援助・配慮」との
関連性を学び、そこから考察・反省することで、
実習中の日々の「振り返り」を行うことになって
いる。はじめから実習において何を学び経験して
くるかという概ねの目標が定められている中での
「振り返り」と、このようなサービス・ラーニン
グの視点で学生たちがジャーナルを作成して「振
り返る」ものとは、視点および学びの内容が違っ
ている。その意味で、サービス・ラーニングは実
習とは違う意味を持つものである。
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以上のことから、本取り組みにおいて、学生が
サービス・ラーニングの観点で、実際の保育所で
の子育て支援活動に参加し、関与観察を行うこと
で、「授業と関連」「学生主導」の活動となるもの
であり、学生の主体性、学習との関連性の両方を
意図したプログラムであるといえる。そしてこれ
は、類似の活動であるボランティアや実習とは違
う学びを提供しうるものであることが示された。
また、養成校で行われる学生主体のイベント実施
型の子育て支援活動で体験的に学ぶ「子育て支援
観」とは違う観点で、学生の「子育て支援観」の
変容をもたらすものであると考えられる。
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